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ヴァチカンの現代美術コレクション
－ルオー作品収蔵経緯から見るカトリック教会と「現代美術」－
Modern Art Collection in the Vatican











Monumenti, Musei e Gallerie Pontificie/ 英：Pontifical Monuments, Museums and Galleries）と












ヴァチカン内に現代キリスト教美術コレクション室が開館したのは 1973 年 6 月 23 日である。作
品は、19 世紀後半から 20 世紀初頭まで、250 人の 20 世紀画家たちによる 542 点の絵画、彫刻、素
描などで構成され、システィーナ礼拝堂を取り囲む「ボルジア家の間」に展示された。「ボルジア
家の間」は 55 の居室からなり、13 世紀の建造物を 15 世紀にロドリーゴ・デ・ボルジアが住居用
に改築したものである 2。しかし、このヴァチカンにおける近代美術コレクションの形成は容易で
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1897-1954）とピ－＝レモン・レガメー Pie Raymond Régamey（1900-1996）による「聖なる芸術」
運動である。フランスでは戦争中に多くの教会が荒廃し、聖像が破壊された。「聖なる芸術」運動は、



















アッシー教会の献堂式が行われたのが 1950 年、当時のローマ法王ピウス 12 世が聖年と定めた年
だった。その翌年 9 月、ローマで第 1 回カトリック芸術家国際会議に併せて「聖なる芸術国際展覧
































2）を寄贈した。1958 年 1 月、ルオーはピウス 12 世から感謝の言葉を受けた。同年 2 月、画家は
図 1　 特別に白い羊皮により装丁された『ミセレーレ』
写真提供：ジョルジュ・ルオー財団





































ドグラスを寄贈した。76 年 3 月、マッキ氏はイザベルに書簡を送った：「宗教的な観点から、お父
上が 20 世紀における最も重要な芸術家だと強く感じております。従って、ヴァチカンのコレクシ
図 2　 ルオー≪秋またはナザレット≫ 1948 年、ヴァチカ












2 ． 秋　またはナザレット　1948 年　68×105cm
　　1957 年、ジョルジュ・ルオーからピウス 12 世に寄贈
3 ． 聖顔　1946 年頃　50×36cm　油彩
　　1976 年、イザベル・ルオー寄贈　
4 ． パックス（平和）　1948 年頃　65.5×46.5cm　油彩
　　個人寄贈　
5 ． この人を見よ　1948 年頃　32×20cm　油彩
　　1976 年、イザベル・ルオー寄贈　
6 ． この人を見よ　1952 年　50×45cm　油彩
　　個人寄贈　
7 ． 聖なる心　1949 年頃　24×14cm　油彩
　　ルオー家寄贈　
8 ． 聖心　1951 年　24×13.8cm　七宝／銅
　　1973 年、イザベル・ルオー寄贈　
9 ． 十字架のキリスト　1939 年　107×82cm
　　ステンドグラス
　　1971 年、ルオー家寄贈　





























に形容される一因になっていると考えられる。ルオーは 1953 年ピウス 12 世から聖グレゴリオ勲章
（Commandeur de l’ordre de Saint Grégoire le Grand）を授与された唯一のフランス人であり、また、
























1 　ヴァチカンは 1984 年に世界遺産登録された。
2 　 ボルジア家の間（Borgia apartment）は、13 世紀の建造物を 15 世紀末に改造したもので、ローマ教皇アレク
サンダーⅥ世（別名ロドリーゴ・デ・ボルジア 1431-1503）が在任中暮らしていた場所である。居室の全てがア
レクサンダーⅥ世の好みに装飾され、豪奢なフレスコの天井画で覆われ、ルネサンス期の栄華を物語っている。
3 　 後藤新治「1950 年献堂のアッシー教会と「聖なる芸術」」『ジョルジュ・ルオー　聖なる芸術とモデルニテ』、
パナソニック汐留ミュージアム 2018 年
図 3　 ヴァチカン美術館の現代美術コレクション展示
室（筆者撮影：2018 年 7 月）
図 4　ヴァチカン美術館のマティス展示室
（筆者撮影：2018 年 7 月）
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4 　 19 世紀末パリのサン＝シュルピス教会界隈では低俗な聖母子像などが売られていたことから由来している。
（同上、p14）
5 　同上、p9
6 　 Marie-Alain Couturier, “Religious Art and the Modern Artists,”Magazine of Art, XLIV, No.7, November 
1951　後藤氏によると、クチュリエ神父は、典礼と美の関係を重視し、教会側の教義的な制約は巨匠たちの
霊感で満たされた美の空間によって乗り越えられると確信していた。
7 　 レガメー神父（Pie-Raymond Régamey、1900-1996）フランスのドミニコ会神父で、美術史家でもあり、宗
教美術についての著作や神学論についての著作がある。美術雑誌「ラールー・サクレ」Art Sacre を発行。
8 　出品予定のルオーの『ミセレーレ』のうち 2 点がヴァチカン側によって展示拒否された。（前出、後藤 p14）







10　 パウロ 6 世在位期間 15 年のうち、芸術に関する発話が 40 件あり過去最多である。（ピウス 12 世は在位 20 年
のうちの 15 年の間に 21 件、ヨハネ 23 世は 4 年で 8 件）。Fagnez, Pascal, Jean-Paul II et les artistes: de Pie 
XII à Benoît XVI
11　 Discourse of Pope Paul VI to Artists in the Sistine Chapel, May 7, 1964, Sa Saintete Paul VI inaugure la 





Brillant, Maurice, Ce que Rouault pensait de l’art sacre , Le croix, 11 et 12 mai 1952
Ferrazza, Mario and Pignatti, Patrizia, Borgia Apartment, Collection of Modern Religious Art , Gestione Vendita 
Pubblicazioni presso Monumenti, Musei e Gallerie Pontificie, 1974
Franzia, Ennio, A catalogue of modern paintings and sculptures in the Vatican collections, Lorenzo del Turco, 
Roma, 1961
La Collection d'Art Moderne Religieux des Musees du Vatican, Colloque Paul VI st l’Art, Paris, 27 janvier 1988, 
Instituto Paolo VI, Brescia, Edizioni Studium, Roma, 1988
Rouault, Isabelle, Paul VI et Georges Rouault, Colloque Paul VI et l'Art , Paris,1977
Sa Saintete Paul VI inaugure la Collection d’Art Religieux Moderne Vatican, 23 juin 1973
The Vatican collections, The papacy and Art , The metropolitan Museum of Art, 1982
Vatican Museum, Art History Curiosities , Edition Musei Vatican, 2016
渡辺和行『ナチ占領下のフランス』講談社選書メチエ 34、1994 年
『ジョルジュ・ルオー　聖なる芸術とモデルニテ』、パナソニック汐留ミュージアム、2018 年
※本論執筆にあたり貴重な資料をご提供いただきましたジョルジュールオー財団に深く感謝申し上げる。
